
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部国際空港の滑走路周辺の草を刈り、半田市の牧場エル・ファーム・サカキバラがその草

を知多牛の飼料として有効活用するという取り組みが始まりました。新聞や地元ニュースでも

紹介されましたが、実現するまでには何度も打ち合わせをしたり、問題点の調整を行ったりと

大変だったようです。これは一つの例であり、河川敷や企業の緑地帯など、案外身近なところ

に草地はあるかもしれません。SDGs の考え方が普及していく中で、他業種同士が歩み寄って

協力できるこのような機会が今後増えていくのではないでしょうか。 

 

（R3.6.30愛知県酪農クラスター協議会事務局） 

都市近郊酪農における自給飼料を考える 

～おらが草地は空港にある～ 

（中日新聞 R3.6.12 掲載） 

（中日新聞 R3.6.18 掲載） 

これは６月２１日に名古屋の専門学校と

リモート講座を行っている時の写真で、ちょう

ど中部国際空港から牧草が届いたところです。

これを 牧草が届いてから発酵が進んでしまう前に利用できるよう、牧場内の作業スケジュールを組み立

てていくことが今後の検討課題とのことです。 


